
子どもの虐待防止オレンジリボンキャンペーン活動 ちばこどもおうえん広場２０２３ 

2023 年 11 月 5 日（日）千葉市きぼーる／子ども交流館アリーナ 参加者 77 人 

20 回千葉県子どもの人権懇話会「18 歳になるって どういうこと？」 

■基調講和 「18 歳＝成年。成年すると何が変わる？？」 

講師；村山直さん（弁護士／千葉県弁護士会子どもの権利委員会） 

2022 年 4 月 1 日から成年年齢が「20 歳」から「18 歳」になった。 

＊成年＝成人（民法では「成年」という） 

18 歳＝成年になったら・・・ 

・親の同意なしで契約できる。（携帯電話、ローン、クレジットカード、部屋を借りる、等々） 

・10 年有効のパスポートを取得する。 

・公認会計士、司法書士、医師免許、薬剤師免許等の国家資格を取る。 

・結婚（男女とも） 

・性同一性障害の人が性別の取扱いの変更審判を受けられる。 

 

20 歳にならないとできないこと（これまでと変わらないこと） 

・飲酒、喫煙 

・競馬、競輪、オートレース、競艇の投票権（馬券等）を買う。 

・養子を迎える。 

・大型、中型自動車運転免許の取得（普通自動車免許は従来通り 18 歳から可能） 

 

⇒「めっちゃ自由じゃん！ぷらすじゃん！！」♪ 

 

しかし・・・最強の「盾」はなくなってしまった・・ 

 

「未成年者取消権」民法第 5 条 

⑥ 

 

 

⑦ 

 

「未成年」は①未成熟だし②発達途上なのだから、最強の「盾」を発動して保護しよう！ 

「成年」は一人前。ということで、自分で何とかしてね！ 

 

例えば… 

ネットゲームで 50

万円課金してしまっ

た。 

⇒親権者の同意なき

未成年の行為でし

た。 

※詐術なし前提 

16歳   

例えば… 

ネットゲームで 50

万円課金してしまっ

た。 

⇒親権者の同意なき

未成年の行為でし

た。 

1８歳   



⇒「・・・成長発達って、もっと段階的に、時間をかけさせてもらえないんですか！？」 

 

現に問題も。消費者被害。 

狙われる若者・・実は、高齢者よりもトラブルが多い。 

情報商材、暗号資産、投資用マンション、美容医療・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「定期購入」や「もうけ話」には要注意      

① 「楽に儲かる」というものは世の中に存在しません。あるならみんながお金持ち。 

② まわりの人に「相談」してください。 

③ 何を言われようと、その場で決めずに「一度、持ち帰る」勇気を。 

それでも被害にあってしまったら・・「盾」は存在します！ 

① 「１８８」（いやや）に電話する。⇒全国どこからでも最寄りの「消費生活センター」や「消費生活相談窓

口」につながり、専門の相談員がトラブル解決を支援。 

② 「０４３－２２７－８５８１」に電話する。⇒千葉県弁護士会「消費者事件専門相談」（初回無料）につな

がり、弁護士の相談を受けられる。 

③ 詐欺取消しや強迫取消しができる・・騙されたり脅されたりした契約は取り消すことができる。 

④ 錯誤無効・・大事なことを勘違いして契約したときは、なかったものと主張することができる。 

⑤ 公序良俗違反・・ブラックバイト、アダルトビデオの強要等、社会の秩序に違反するような契約はなかっ

たものと主張することができる。 

⑥ クーリングオフ・・訪問販売等、冷静に契約できない場面での契約について、業者から書面を受け取って

8 日以内であれば無条件でキャンセルできる。 

 

情報商材 

 インターネットの通信販売等で、副業、投資

やギャンブル等で高額収入を得るためのノウ

ハウ等と称して販売されている情報のことで

す。 

 電話や Web 会議で高額な副業コンサルティ

ングやサポート契約、ビジネスセミナー等を勧

誘されるケースも。 

暗号資産 

インターネットの中だけでやりとりされる、通

貨のような機能を持つ電子データ。以前は「仮

想通貨」と呼ばれていた。 

投資用マンション 

 第三者に賃貸することで所有者が家賃収入

を得るための目的で建てられたマンション 

 

高齢者よりもトラブルが多いです・・・ 

狙われています・・ 



 

それでも、どうしても取り消せない場合は「自己破産（借金がゼロになり再出発できる制度）」の相談を！ 

＊クレジットカードが 5～１０年間作れない等のデメリットはある。 

「もう人生終わりだ・・」「家族に迷惑をかけるから黙っておこう・・」 

「犯罪をしてでも、自分のすべてを犠牲にしてでも、稼いで払おう・・」 

こんなふうに考えなくて大丈夫！ 

 

信じていいのか、受け取っていいのか、わからない葉書やメールが届いたら 

・・とにかく「相談」！！ 

中には、対応しなくてはいけないものも混じっているかもしれません。 

      ↓これはニセモノ 

 

最後に・・成年したばかりは、まだまだ心身の発達過程にあります。発達過程にある存在は、      「適

切に養育されること」「生活を保障されること」「愛され保護されること」「健やかな成長及び発達並びにその

自立が図られること」が保障されています。「こども基本法」があなたを守ります。 

どうか、ひとりで抱えず、人・社会と共に、おとなの階段を上っていってください。 

 

■子ども・若者によるトークセッション 

 

児童福祉施設の子どもたち・高校生・卒園生  

ファシリテーター：池口豊さん（児童養護施設子山ホーム職業指導員） 

今日は卒園されて社会に出られた方々、現役高校生に、色々な体験談を話していただきながら、会場の子ども

から質問をだしていただき、交流します。 

それを元に、子どもや若者に寄り添う支援とはどういうものか皆さんとご一緒に考えたいと思います。 

まず、自己紹介を兼ねてご自分のことをお話しください。 

 

  

裁判所からの呼び出し状などの中には、 

 放置すると認めたことになり、確定して

しまって支払い義務が生じ、差し押さえ

にあったりするものがあります。 

 判断がつかない時は、法テラスなどに 

相談しましょう。 



Y さん（23 歳 女子） 

グランピングの仕事をしています。その前は飲食店で 3 年余り働いていました。卒園して暮らした寮が一軒家

で、親世代の人と一緒で慣れなかった。ごはんが食べられない、寝られなくもなり、園の職員に電話して「実

家だから帰っていいですか？」とお願いしてしばらく帰らせてもらいました。たいへんでしたが、そのことで

立て直すことができました。今は転職してグランピングの仕事をしています。 

私はいじっぱりな性格で、人に弱みを見せられなかったのですが、今伝えたいことは、「だれか１人でもたわ

いのない話ができる人をつくって！ なるようになるから・・・」ということです。 

池口さん 

彼女のちからでのりこえました。自分でも努力したと思う。朝日を浴びて散歩する、ストレスを発散する、そ

して他人に話してもいいんだ、と思うようになったのだと思います。 

Ｙさん 

今となっては園が大好きです。居た時はすなおになれなかった。好きな職員は、ウザイことがあってもはね返

してくれた。ぶつかってくれる人が子どもは好きです。たたかってください（参加者に向けて） 

 

O さん（一児の母 ） 

4 か月の子どもがいて、公立保育園で保育士をしています。私は反抗期の高 1 の時に園に入り、卒園して短大

に入ったところで東日本大震災が起きて、不安になりました。施設のルールがないところに出て、“やったー！

遊んでやる！”という気持ちになり、中退してブラック企業に入りました。交渉して正社員になりましたが、

やっぱり保育士になりたい気持ちがわきあがり、23 歳で復学しました。今は地方公務員になり、目指してい

たことができているのがうれしい。 

ふり返ると、常識がない自分は、NHK の集金の人を詐欺だと思ったり、ケータイを買う時の 20 才以上の保

証人を探すのに苦労したり、大学の中でネズミ講みたいな甘い話にも出会ったりした。甘い話には裏がある。

何をしても自己責任なので、今のうちに貯金してほしい。 

施設のルールの中に守られていることは幸せなことだったと思う。 

壁にぶつかった時、大人の意見がほしい時は施設の人に相談してほしい。私は卒園して十何年経っているけれ

ど未だに大人の目線でアドバイスをいただいています。 

 

Ａさん（18 歳 男子） 

色々な事情で家を出て施設に入るわけですが、正直施設の方が楽しいです。思春期でつっぱっている子どもた

ちは強い。暴走する子どもを職員は止めないといけないし、そうしながら「どうしたの？」「何してるの？」

と相談にのってくれる職員の人たちはすごいと思います。在園生が園を出るときには感謝の言葉を伝えられ

たら、と思います。 

今建設業のクレーン業で働いています。クレーンを組み立てたり整備をする仕事です。合図をひとつまちがう

と人が亡くなるような仕事です。これが三つ目の職場です。前は水道屋で、その前はクリーニング屋でした。

建設業の職場には悪いノリの人がいるから、目指す人は気をつけてください。 

もうひとつは、気持ちでがんばってください。僕も園にいる時は心が弱く、高校時代は夜帰らないこともあり、

スマホを取り上げられたりしました。ネットの世界だけにいるとスラム街みたいに口が悪くなってトラブル

も起こしました。 

校外学習は楽しかったです。外で遊ぶのはいいことです。園を出ると、ごはんをつくったり、洗濯したりやる

ことがいっぱいあります。１人暮らしの初めての朝、誰もいないのに「オハヨウ！」と言ってしまったことを

思い出しました。兎に角、みんな気持ちでがんばってほしいです。 

 



Ｈさん（18 歳 定時制高校 4 年生 女子） 

来春高校を卒業します。今は自分でごはんをつくり、通学し、5 時間授業を受けています。部活もしています。

教科では国語と日本史が好きです。修学旅行で京都と大阪に二泊三日で行き、カラオケにも行きました。将来

は働いて１人暮らししたいと思っています。今企業実習中で、床の清掃と配膳をしています。 

みんなに言いたいことは「自信をもってがんばってください！」ということです。 

 

Ｓさん（大学 4 年生 男子） 

英語専攻です。子どもの時に、NPO 法人未来の森（小 1～中 3 のキャンプ）で、ＬＩＴ(Leader  In  Training)

の人たちが英語ペラペラで、かっこよかったのが今英語を専攻しているきっかけです。大学 1年の 2020年は、

コロナで大学に通えなかったが、大学に行けたことはよかったです。 

大学で１人暮らしをはじめた時には施設の子を遠く感じて、あまりコンタクトをとらなかったです。 

「お金はないけど時間はある」大学の友だちとの生活で、カラオケをオールで歌ったり、富士急、ディズニー

で遊ぶうちに、みんなの考え方のちがいを知ることができました。 

友達と一緒の自分、一人の時の自分、二つの自分がある。新しい友達との縁、園での縁を大事にしたい。 

 

☆ 講師、ファシリテーター、会場参加者とのＱ＆Ａ 

Ｑ：村山さん（講師 弁護士） 

18 歳で園を出て同時に成人になるのは大変だと思う。施設を出る前に準備的なインフォメーションはあった

か？ 

・学びの場に行かされたことがあるが、例えばＮＨＫの請求を払うべきかどうかのような具体的なことになる

と実際わからなかった  ・よく考えたが、勉強はなかったと思う。自分は興味ないことを省くクセがある

が  ・覚えていないけど、ウーンあったかな？というくらい。 

村山：意外にないんですね。そうだとすると、冊子のようなものが必要かもしれない。 

 

Ｑ：池口さん（ファシリテーター） 

今の生活で、やりがいを感じていることは何ですか？ 

Ｓさん：目標が二つある。一つは大学を卒業すること。もう一つは卒業の前にオーストラリアに語学留学する

こと。学費は卒園したＨ園が後援会をもっていて支援してくれる。給付型奨学金、千葉県社会福祉協

議会の貸付金で。アルバイトのお金を貯めて、子ども手当も使わないで貯金している。 

H さん：一人暮らしをしたいな～という思いはあります。 

A さん：今の先輩に兄貴分がいるんですが、その人を追い抜いて、クレーンを一人で組み立てられるようにな

りたい。もう一つささいな目標は「彼女がほしい」ということです。 

O さん：保育士としてはベビーシーッターを開業したい。あとは子どもがいるので、立派に育てあげたいこと

が目標です。 

Y さん：夢がある。結婚をしたい！今彼氏がいないんですけど、できれば“玉の輿”したい。 

今の仕事は楽しいので、転職しないでこのまま続けていきたいです。 

 

Q：池口さん 

会場の在園生から質問はないですか？ 

◯自分も来年の 4 月からひとり暮らしをして就職していくと思うんですが、「これはしておいたほうがよい！」

ということはありますか？ 

A さん：お金は大事にしてほしい。気持ちとしては、自由には責任が伴うので、まずは 1 年目を乗り越えてほ



しい。資格をとっておくのもいい。周りのコミュニティに相談相手をみつけてほしい。 

◯園の人との関係性について。園で、中学生とか依存してくる人もいて、みんなの課題かもしてないけど、今

まで園の人の方が気楽で、つい外の人と関係をつくろうとしてこなかった。高 2 から頑張って外に人と遊ぶよ

うにしてきたけれど、まだつくれていないことが不安です。どう乗り越えたのかな？ 

Ｙさん：今はそうかもしれないけど、外に出たら社会はめちゃくちゃ広い。今はスマホもあるし、Ａちゃんの

今のままでいれば、Ａちゃんの良さをわかってくれる友達がきっとできると思う。 

 

Ｑ：会場からの質問 

村山先生へ。これから社会に出ていく人たちにはいろいろな勉強が必要、ということですが、こういう情報を

少しでも多くの人に伝える手段はありますか？なかなか今日のように、自分から足が向かう人も少ないと思

いまして。 

村山さん： 

国も動画をつくっているが、全然みられていない。周りのおとなが場をつくり、卒園の前に手元に届く冊子も

あった方がいいと思う。 

・自分は25歳のＩＴ企業のサラリーマンです。そういう冊子をつくる時には自分も関わらせていただきたい。

仕事のお手伝いをしたいと思っている。（拍手） 

Ｑ：会場のファミリーホーム職員からの質問 

・園を出て独り暮らしをする前にこういう準備があったら役に立ったことはありますか？出てすぐに、前に知

っておきたかったのに、と思うことはどんなことですか？ 

◯生活に、月にどのくらいお金がかかるか。特に公共料金について ◯住まいについて。何階がよいかなど 

◯1 か月前から園で、１人暮らしした場合のシミュレーションができるといい。給料を全部“やったー！”と使

ってしまうこともあるから。 

 

Ｑ：池口さん 

・嬉しかったことは何ですか？ 

◯園から“ふるさと便”という、食品とお手紙をいただいたことです。お金ではないけれどすごく嬉しい。 

◯高校中退で社会に中卒で出たので、車検とかのことでも知らず、施設を出た後定期的に連絡をもらえるのは

うれしい。訊けるから。 

◯自分が居た H 園では夏に旅行する。皆に、大部屋でなくて、ひとり部屋で泊る体験をしてほしい。 

・CANS（Chiba Aftercare  Network  Station）が相談にのってくれます。 

Ｑ：会場からの施設職員の質問 

・なかなか帰って来なくて、職員をにらみつけていた O さんが、今や聖母みたいで、いい先輩になって本当

に成長したんだな～と思います。それぞれの施設のことを思い浮かべて、在園生に向けて、また明日から勤務

する職員に対して「こういうことをしてほしかった」ということをきかせてください。 

・中学生の時ひどい子だった。その時「話をきいてほしかった」のか「反抗期は放っといておいてほしかった」

のか・・・いろんな人を傷つけたと思う。 

・自分は反抗期で、酷な言葉で「親じゃないクセに！」と反抗したことがあります。 

きっと恩返しに来てくれることがあると思います。 

・これから数年で巣立つ子たちには、自分で考えるクセをつけさせてほしい 

・充分なことをやってもらったので、ボクはないです。 

森田さん（千児協）の感想 

確か園で Y さんたちに職員が色々と教えていたこともあるし、NPO が冊子を作り、各施設に配布したことも



あります。そういう風にやっていても、施設を出たら忘れてしまうものなんですね。 

「高校時代からもういやだ！って思うほどやってあげるべきだったんだ！」と話をきいて感じました。今日は

Y さんが明るく声をかけてくれて本当に嬉しいです。この仕事をやっていた役得だな～と思っていますので、

施設に帰って、子どもたちや職員に話してほしいと思います。それが現役の人たちのちからになると思います。 

 

■ 参加者アンケートの回答の抜粋    回答 24人 

1印象に残ったこと、強く感じたことなど何でもお書きください。 

・今回の登壇者の皆さん、それぞれ多分野で自立をめざし、働き、自分の考えを人前でちからづよく話ができ

ていることがすごい（多数） 

・お金の支援でなくてもちょっとした声かけも有効だと感じました 

・どの子も人権が守られ当たり前に生きていけるようにしていきたいと思います。 

・現在は児童養護施設で働いています。子どもにとって頼られる存在になりたいと強く思いました。 

・18 歳成人ということばは気にかけている人しか気にかけていないので、今回はこのようにわかりやすく説

明してくださった。若いスタッフへの説明も同じように必要だと思いました。 

・すぐに契約しないで「一度持ち帰る」これは大人でも必要。あたり前のことでも信頼できる人から聴くと心

にすーっと入ってくる。 

・「188」に直につながる電話番号があるとは知りませんでした。「189」もかけた人の郵便番号を言わずにすぐ

につながるようにしてほしい！自分の〒なんて知ってる子は少ない 

・社会にでてからさまざまな困難や苦労があるが、結局は誰かに相談できる、ちょっとでも話を聴いてもらえ

る、ということが一番助けになったという話が印象的でした。 

・施設にたいして感謝している言葉が気持ちよかった 

・「自立」が一つのテーマとなるかと感じました。子どもたちに手をかけて伝えるほど本人たちが考える機会

が減り、自ら遠ざかる気もしますが、真面目に向きあうことは支えになっていると思います。 

・卒園後に困らないようにと、こういう場に来る子たちより来れない子をどう支え手いくかが難しい。 

・施設で指導されている先生方が、「仕事冥利に尽きる」とうれしくて感動されていたのが印象的で、本当に

子どもたちに真正面から向き合ってこられたからだと思います。施設からのお菓子などを詰め込んだ小包が

届いたときのうれしい気持ち、涙が出ました。 

・村山先生のお話は自分のこどもたちにも聞かせたい内容でした。取引の話は子どもにも大人にも大切です

ね。 

2子ども・若者を支援するために何が必要でしょうか？またできるでしょうか？自由にお書きください。 

・自立支援に何が必要か？改めて感じた。人とのつながり、途切れない支援を継続できる仕組みを制度と て

つくること 

・園にいる間は、子どもから反抗されたりひどい言葉をかけられることはあるが、話をきくことです。 

・支援物 １人暮らしのしかた 

・在職の職員のメンタルの強化。子どもたちの甘えを受け止める強さ 

・子どもの権利を子どもに学校の場で教えてほしい 

・分けない教育から社会が始まると思います 

・お金は必要だが、お金の工面というより一時的に本人が住めるところがほしい。 

・その子となんでもいいから、どんな方法でもいいからつながっていること 

・◯子ども、若者がそのままでいいと認めてもらえるやさしい社会 ◯社会の仕組みを変えることで実 

現できる部分があると思う。教育の変革が必要 

・お金のやりくりやシミュレーションがしたかった、という意見が印象的でした。１人暮らし体験が、園外に



借りたアパートでできるとよいのですが、条件が厳しいです。 

・退所前に、１人暮らしのための料理講習会（春休中）。希望者がいれば、私たちが来春からでも企画したい

と思った。 

 

 


